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改
修
⼯
事
予
算
額
１
８
０
０
万
円

　
　

月
定
例
会
は
、
９
月
５

日
（
木
）
か
ら
12
日
（
木
）

ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開

催
し
ま
し
た
。
条
例
関
係
８

件
（
預
か
り
保
育
、
中
小

企
業
振
興
、
印
鑑
登
録
証

明
、
幼
稚
園
及
び
保
育
園
関

連
、
国
保
税
被
災
減
免
、
湯

遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
関
連
、
上

水
道
事
業
）、
補
正
予
算
５

件
、
平
成
30
年
度
決
算
認
定

８
件
、
財
政
関
連
報
告
２
件

上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
及
び
認
定
し
ま

し
た
。
ま
た

終
日
に
人
事

案
件
２
件
と
工
事
契
約
１

件
、
財
産
取
得
１
件
が
提
出

さ
れ
、
こ
ち
ら
も
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

９ ９月

定 例 会 の
あ ら ま し

　
　

高
齢
者
向
け
シ
ェ
ア
ハ
ウ

　
　

ス
改
築
は
補
正
予
算
に
計

上
す
る
緊
急
性
の
あ
る
事
案

か
。

　
　

平
成
19
年
度
に
東
京
電
力

　
　

よ
り
取
得
を
し
た
町
有
財

産
で
、
平
成
29
年
度
ま
で
貸
出

を
し
て
い
た
が
、
そ
れ
以
降
は

未
使
用
状
態
で
経
年
劣
化
が
激

し
い
現
状
だ
っ
た
。
振
興
計
画

や
当
初
予
算
で
は
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
の
調
査
費
用
を
計
上
し
て
い

た
が
早
急
に
事
業
着
手
し
た
く

動
き
出
し
た
。
施
設
の
設
置
条

例
等
の
整
備
は
改
修
後
に
行
う

予
定
。

　
　

ダ
リ
ア
ア
ー
ト
Ｐ
Ｒ
動
画

　
　

作
成
委
託
料
の
詳
細
は
。

　
　

ダ
リ
ア
や
生
産
風
景
な
ど

　
　

の
写
真
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て

動
画
を
作
成
す
る
。
作
成
者
は

福
島
県
在
住
の
写
真
家
。
福
島

県
の
観
光
力
支
援
事
業
で
事
業

費
８
割
を
補
助
金
活
用
す
る
。

　
　

三
角
形
の
道
道
路
標
示
設

　
　

置
工
事
の
詳
細
は

　
　

自
転
車
に
乗
車
し
て
い
る

　
　

方
の
目
線
か
ら
標
識
を
立

て
る
形
で
は
見
え
に
く
い
た

め
、
道
路
面
に
進
行
方
向
を
示

す
矢
印
マ
ー
ク
を
入
れ
る
工
事

で
町
内
18
か
所
を
予
定
。

　
　

農
業
生
産
物
流
法
人
設
立

　
　

出
資
金
の
内
容
は
。

　
　

町
の
新
し
い
産
業
と
し
て

　
　

花
や
ダ
リ
ア
の
生
産
拡
大

や
生
産
者
の
育
成
と
い
う
こ
と

と
、
雇
用
創
出
の
場
と
し
て
も

期
待
で
き
る
の
で
町
は
出
資
を

す
る
が
、
予
定
で
は
株
式
会
社

と
し
て
法
人
を
立
ち
上
げ
、
資

本
金
は
２
０
０
万
円
を
想
定
し

て
い
る
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

QQＡＡ

一
般
会
計
補
正
予
算
１
億
５
６
４
１
万
円
追
加

一
般
会
計
補
正
予
算
１
億
５
６
４
１
万
円
追
加

高
齢
者
向
け
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
事
業
実
施
へ

一
般
会
計
補
正
予
算
１
億
５
６
４
１
万
円
追
加

QQＡＡ

QQＡＡ

議　案　の　審　議　結　果　一　覧
議案第49号 塙町立幼稚園預かり保育条例の制定

原

案

可

決

認定第3号 平成30年度塙町笹原財産区特別会計決算の認定

原

案

可

決

子ども子育て支援法の改正により、今年10月より幼稚園預かり保育料を無償化することに伴う保育条例の制定 歳出総額19万円対前年度比99％減）となった決算の認定。※予算決算常任委員会に審議を付託（審議詳細は6～8ページ掲載）

議案第50号 塙町中小企業・小規模企業振興基本条例の制定 認定第4号 平成30年度塙町農業集落排水処理事業特別会計決算の認定
平成26年の小規模企業振興基本法制定により、町の中小及び小規模企業振興に関する基本理念等を明記し計画推進を図るもの。 歳出総額1億3,809万円（対前年度比14.9％減）となった決算の認定。※予算決算常任委員会に審議を付託（審議詳細は6～8ページ掲載）

議案第51号 塙町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正 認定第5号 平成30年度塙町公共下水道事業特別会計決算の認定
住民基本台帳法施行令の改正により、住民票に旧氏記載が可能となったため、印鑑証明書にも同様に記載される事に伴う関係条例の整備。 歳出総額1億7,441万円（対前年度比12.4％減）となった決算の認定。※予算決算常任委員会に審議を付託（審議詳細は6～8ページ掲載載）

議案第52号 塙町立幼稚園条例の一部改正 認定第6号 平成30年度塙町介護保険特別会計決算の認定
令和2年 4月から塙町立はなわこども園が開園することに伴い、幼稚園の名称や位置を改正する。 歳出総額9億6,994万円（対前年度比5％増）となった決算の認定。※予算決算常任委員会に審議を付託（審議詳細は6～8ページ掲載）

議案第53号 塙町立保育所条例の一部改正 認定第7号 平成30年度塙町後期高齢者医療特別会計決算の認定

令和2年4月から塙町立はなわこども園が開園することに伴い、保育部に関する必要事項（名称や位置、入所定員）を改正する。 歳出総額1億534万円（対前年度比3％増）となった決算の認定。※予算決算常任委員会に審議を付託（審議詳細は6～8ページ掲載）

議案第54号 東日本大震災の被災者に対する国保税の減免に関する条例等の一部改正 認定第8号 平成30年度塙町上水道事業剰余金処分と決算の認定

東日本大震災により被災した被保険者に係る国保税等の減免に係る財政支援が、令和元年度文まで延長された事に伴う条例改正。 収益的支出2億5,429万円、資本的支出2億6,110万円となった決算の認定。※予算決算常任委員会に審議を付託（審議詳細は6～8ページ掲載）

議案第55号 湯遊ランドはなわ設置条例の一部改正 報告第6号 健全化判断比率について
遠赤外線低温サウナの一部を改修し、岩盤浴及びラドンルームを導入し、各利用料金額を定める。 財政健全化法の規定による平成30年度決算に基づく健全化判断比率の報告。実質公債費比率（7.1％）、

将来負担比率（10.8％）はいずれも早期健全化基準を下回り、町の財政は健全である判断できる。
※実質公債費比率25％、将来負担比率350％超過すると国からの指導あり。議案第56号 塙町上水道事業給水条例の一部改正

水道法が改正される事に伴い、給水装置工事事業者更新制度（5年ごと）が導入される事に伴う条例改正。 報告第7号 資金不足比率について

議案第57号 令和元年度塙町一般会計補正予算（第 2号） 財政健全化法の規定による平成30年度決算に基づく資金不足比率の報告。農集排、公共下水、上水道事業会計において資金不足は発生していない。

1億5,641万円増額補正し、予算額63億7,964万円とする。主な内容は、財政調整基金積立や高齢者向けシェアハウス改築工事による。 議案第62号 工事請負契約の締結

議案第58号 令和元年度塙町国民健康保険特別会計補正予算（第 2号） 塙中学校体育館の天井と窓枠耐震改修工事で、契約金額6,985万円。指名競争入札を実施し、契約の相手方は深谷建設(株)。

1,250万円増額補正し、予算額10億2,363万円とする。主な内容は、保険給付費支払基金積立金による。 議案第63号 財産の取得

議案第59号 令和元年度塙町農業集落排水処理事業特別会計補正予算（第 1 号） 塙町立はなわこども園厨房機器の購入で、契約金額2,200万円。指名競争入札を実施し、契約の相手方は㈱マルゼン郡山営業所

200万円増額補正し、予算額1億3,299万円とする。主な内容は、職員共済費と修繕料による。 同意第4号 教育長の任命

議案第60号 令和元年度塙町公共下水道事業特別会計補正予算（第1号） 教育長の任期が令和元年9月30日をもって満了することによる教育長の任命。次の任期は令和元年10月1日から3年間。

468万円増額補正し、予算額1億9,209万円とする。主な内容は、職員の異動等による人件費による。 諮問第1号 人権擁護委員候補者の推薦

議案第61号 令和元年度塙町介護保険特別会計補正予算（第1号） 人権擁護委員の任期が令和元年12月31日に満了することによる候補者の推薦。次の任期は令和2年1月1日から3年間。

5,543万円増額補正し、予算額10億9,201万円とする。主な内容は、前年度繰越金を基金積立と国庫返納による。 発議第2号 福島県立塙工業高等学校の存続に関する要望書案

認定第1号 平成30年度塙町一般会計決算の認定 議員発議による要望書の採択。町内唯一の高校存続を求めるもので、提出先は福島県教育委員会教育長。

歳出総額61億3,563万円（対前年度比2.8％減）となった決算の認定。※予算決算常任委員会に審議を付託（審議詳細は6～8ページ掲載）
請願第1号 「令和2年度及び復興・創生期間後も国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継

続と被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書」の提出を求める請願
不
採
択

認定第2号 平成30年度塙町国民健康保険特別会計決算の認定
歳出総額10億6,442万円（対前年度比11.5％減）となった決算の認定。※予算決算常任委員会に審議を付託（審議詳細は6～8ページ掲載） 被災児童生徒就学に係る国の財政支援継続を求める請願。総務常任委員会の委員会審査を経て、賛成少数により不採択となった。

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ

設
置
条
例
の
一
部
改
正

設
置
条
例
の
一
部
改
正

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ

設
置
条
例
の
一
部
改
正

【
主
な
内
容
】

・
高
齢
者
向
け
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
改
築
工
事
　
　
　
　

１
８
０
０
万
円

　

塙
町
商
工
会
館
南
側
の
町
有
施
設
を
改
修
し
、高
齢
者
が
共
同
生
活
を
行
え
る
ス
ペ
ー
ス
を
作
る
。

・
低
温
サ
ウ
ナ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
　
　
　
　
　
　

１
５
９
９
万
円

　

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
の
施
設
内
に
、
ラ
ド
ン
ル
ー
ム
と
岩
盤
浴
が
で
き
る
設
備
を
設
置
す
る
一
部

改
修
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
。

・
ダ
リ
ア
ア
ー
ト
Ｐ
Ｒ
動
画
作
成
委
託
料
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

　

塙
町
の
ダ
リ
ア
を
対
外
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
県
補
助
金
を
活
用
し
動
画
を
作
成
す
る
。

QQＡＡ

人
事
案
件

人
事
案
件

人
事
案
件

教
育
長

秦
し
ん
の　

公き
み
お男

氏
（
本
町
）

全
会
一
致
で
同
意
（
再
任
）

　

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
内
の
施
設
を

一
部
改
修
し
、
岩
盤
浴
及
び
ラ
ド
ン

ル
ー
ム
を
導
入
す
る
事
に
伴
う
利
用

金
額
新
設
の
た
め
の
条
例
改
正
。
岩

盤
浴
は
１
回
２
０
０
０
円
、
ラ
ド
ン

ル
ー
ム
は
１
回
３
０
０
０
円
と
定
め

る
。

　
　

今
回
新
設
す
る
ラ
ド
ン
ル
ー
ム

　
　

と
岩
盤
浴
料
金
設
定
の
根
拠

は
。

　
　

岩
盤
浴
は
近
隣
に
民
間
施
設
が

　
　

あ
り
、
料
金
比
較
で
２
０
０
０

円
と
し
た
。
ま
た
ラ
ド
ン
ル
ー
ム
の

３
０
０
０
円
は
、
近
隣
に
対
象
施
設

が
な
く
個
室
型
は
お
そ
ら
く
日
本
初

で
、
５
０
０
０
円
程
度
と
の
業
者
情

報
か
ら
。

　
　

利
用
者
の
感
覚
は
、
料
金
設
定

　
　

が
高
い
と
感
じ
る
が
。

　
　

今
回
の
条
例
改
正
で
利
用
料
金

　
　

上
限
額
を
設
定
す
る
が
、

終

的
に
は
㈱
塙
町
振
興
公
社
が
設
定
す

る
利
用
料
金
と
な
り
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
で
負
担
の
少
な
い
方
向
と
し
た

い
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

人
権
擁
護
委
員

戸と

い

た

井
田　

信の
ぶ
こ子

（
台
宿
）

任
期
は
令
和
２
年
１
月
１
日
よ
り
３
年
間

全
会
一
致
で
推
薦
（
再
任
）

町商工会館南側の町有施設

　

平
成
26
年
に
小
規
模
企
業
振
興
基

本
法
が
成
立
し
、
小
規
模
企
業
へ
の

支
援
取
り
組
み
が
明
確
さ
れ
、
市
町

村
も
振
興
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

条
例
制
定
。

　
　

基
本
理
念
に
町
の
責
務
を
明
ら

　
　

か
に
と
あ
る
が
そ
の
内
容
は
。

　
　

塙
町
の
全
企
業
が
該
当
し
、
今

　
　

回
の
条
例
制
定
は
、
中
小
企
業

や
小
規
模
企
業
を
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
明
文
化
す
る
も
の
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

任
期
は
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
３
年
間

議
案
審
議

QQＡＡ

QQＡＡQQＡＡ

塙
町
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
制
定

塙
町
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
制
定

塙
町
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
制
定

塙町議会だより第 148 号　２３　塙町議会だより第 148 号



町の諸課題解決へ着実に実⾏された決算
　宮田町政 2 回目の予算編成で平成 後となった 30 年度は、少子高齢化や若者定住などへ

の課題解消へ向け積極的な町政運営を行ってきた決算を、令和元年９月 11 日に審議付託を

受けた予算決算常任委員会（小林達信委員長）で集中審議をし、全会一致で一般会計及び各

特別会計とも全て認定としました。

　

　はなわこども園建設工事、「子育て施策
三本の柱」等が特徴で、 終的な年度末の
予算現額は約 95 億円となり、執行率は概
ね 90％台で昨年度と同水準。しかし、財
政力指数は依然低いままで、経常収支比率
が 90％を超えたことは、財政の硬直化を
示すものであり、今後早急な改善が必要で
ある。人口減少や少子高齢化が進行し主要

財源である税収や地方交付税等が先細り傾
向で、健全財政を維持するために、歳入は
財源不足を補う有利な町債の活用と国県補
助金等獲得への積極的取り組みが求めら
れ、歳出面では個々の事業のコスト節減努
力は当然のこと、多様な全ての行政需要に
応えることは難しく、資金配分にメリハリ
をつけることが肝要だ。

（決算審査意見書より内容一部抜粋）

監査委員
の意⾒
代表監査委員　金澤　忠良

認定

一般会計おもな使いみち

木育キャラバン開催委託料
102 万円

はなわこども園新築工事
3 億 9,096 万円

図書館業務委託
1,076 万円

町道桜木町末広線改良工事
2,980 万円

※●＝総務費、●＝民生費、●＝衛生費、●＝農林水産費、●＝商工費、●＝土木費、●＝消防費、●＝教育費総 民 衛 農 商 土 消 教

平成３０年度 ⼀般会計歳出決算額６１億３，５６３万円

⺠ ⺠

教 ⼟

総：空家対策計画策定
　　業務委託

842 万円
総：避難所等案内板設
　　置工事

475 万円
民：デイサービスセン
　　ター改修関連

940 万円
衛：合併処理浄化槽設
　　置補助金

377 万円
衛：東白衛生組合分担
　　金

2億 8,571 万円
農：ふくしま森林再生
　　事業

1億 7,743 万円
農：板庭地区用水路改
　　修工事

1,250 万円

商：湯遊ランドはなわ
　　設備等改修工事

3,456 万円
土：町道豊作古宿線新
　　設工事

1,882 万円
土：橋梁補修工事（馬橋）

3,252 万円
消：防火水槽設置工事
　　（台宿）

1,447 万円
消：消防団員防火服等
　　購入

275 万円
教：塙中野球場排水改
　　良工事

520 万円
教：異文化体験研修事
　　業

251 万円

歳入合計
64億511万円

依

存

財

源

73.4％73.4％

自主財
源

26.6％26.6％

繰越金
2億7,232万円（4.3％）

繰入金
2億369万円（3.2％）

各種交付金・譲与税等
2億4,275万円（3.7％）

使用料・手数料・分担金・寄附金
1億6,061万円（2.5％）

歳出合計
61億3,563万円

衛生費
5億4,048万円（8.8％）

消防費
2億1,335万円（3.5％）

商工費
1億6,031万円（2.6％）

議会費　7,221万円（1.2％）

労働費　407万円（0.1％）

災害復旧費　451万円（0.1％）

地方交付税地方交付税
25億6,119万円25億6,119万円
（40.0％）（40.0％）

国庫支出金国庫支出金
3億5,118万円3億5,118万円
（5.5％）（5.5％）

県支出金県支出金
7億5,046万円7億5,046万円
（11.7％）（11.7％）

町債町債
7億9,510万円7億9,510万円
（12.4％）（12.4％）

町税町税
9億3,534万円9億3,534万円
（14.6％）（14.6％）

依

存

財

源

73.4％

自主財
源

26.6％

農林水産費農林水産費
9億6,378万円9億6,378万円
（15.7％）（15.7％）

総務費総務費
9億2,266万円9億2,266万円
（15.0％）（15.0％）

土木費土木費
6億804万円6億804万円
（9.9％）（9.9％）

公債費公債費
6億1,696万円6億1,696万円
（10.1％）（10.1％）

教育費教育費
5億5,227万円5億5,227万円
（9.0％）（9.0％）

民生費民生費
14億7,699万円14億7,699万円
（24.1％）（24.1％）

諸収入
1億3,256万円（2.1％）

地方交付税
25億6,110万円
（40.0％）

国庫支出金
3億5,118万円
（5.5％）

県支出金
7億5,046万円
（11.7％）

町債
7億9,510万円
（12.4％）

町税
9億3,534万円
（14.6％）

歳入前年比
２.８％減

【
主
な
内
容
】

　

町
税
収
入
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
、
国
庫

支
出
金
や
県
支
出
金
が
減
少
し
、
繰
入

金
や
町
債
の
増
加
と
な
っ
た
。

歳出前年比
２.８％減

【
主
な
内
容
】

　

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
の
規
模
縮

小
に
よ
り
、農
林
水
産
業
費
が
減
少
し
、

は
な
わ
こ
ど
も
園
新
築
工
事
の
開
始
に

よ
り
民
生
費
の
増
加
と
な
っ
た
。

農林水産費
9億6,378万円
（15.7％）

総務費
9億2,266万円
（15.0％）

土木費
6億804万円
（9.9％）

公債費
6億1,696万円
（10.1％）

教育費
5億5,227万円
（9.0％）

民生費
14億7,699万円
（24.1％）

＜特別会計決算＞ 歳　入 歳　出 差　額 歳出の前年度比

国民健康保険 10億7,580万円 10億6,443万円 1,137万円 11.5％減

後期高齢者医療 1億555万円 1億535万円 20万円 3.0％増

介 護 保 険 10億1,956万円 9億6,995万円 4,961万円 5.0％増

笹 原 財 産 区 19万円 19万円 0 99.4％減

農業集落排処理事業 1億3,841万円 1億3,810万円 31万円 14.9％減

公共下水事業 1億7,464万円 1億7,441万円 23万円 12.3％減

上水道事業（収益的収支） 2億6,677万円 2億3,931万円 2,746万円 5.8％減

上水道事業（資本的収支） 1億8,072万円 2億6,111万円 ▲8,039円 177.2％増
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監
査
委
員
か
ら
の
意

見
書
に
対
す
る
感
想
は
。

　
　

今
後
の
行
政
運
営
の

指
針
と
し
て
受
け
止
め
、

実
行
に
向
け
て
努
力
す

る
。

　
　

経
常
収
支
比
率
悪
化

へ
の
対
策
は
。

　
　

経
常
的
な
経
費
を
抑

制
し
、
歳
入
を
い
か
に
増

や
す
か
に
か
か
っ
て
い
る

が
、
来
年
度
も
か
な
り
厳

し
い
状
況
に
な
る
と
推
測

さ
れ
る
。

　

９
月
11
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
た
予
算
決
算
常
任

委
員
会
で
の
質
疑
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
・
く
ら
し

経
常
収
支
比
率
悪
化
へ
の
対
策
は

厳
し
い
状
況
下
だ
が
歳
入
増
の
施
策
を
講
じ
た
い

平
成
30
年
度

決

算

質

疑

 

⼀
般
会
計

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
の
経
営
内
容
は

町
と
振
興
公
社
で
毎
月
経
営
会
議
を
実
施

　
　

震
災
と
風
評
被
害
に

よ
る
減
収
補
て
ん
と
し
て
、

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
へ
約

２
０
０
０
万
円
の
補
助
を

行
っ
た
が
、
今
後
の
対
応

は
。

　
　

町
と
公
社
の
各
担
当

部
長
間
で
、
毎
月
定
例
の

経
営
会
議
を
行
い
情
報
共

有
し
て
い
る
。
ま
た
大
学

の
合
宿
誘
致
を
行
い
宿
泊

者
増
加
に
つ
な
げ
、
公
社

の
人
材
教
育
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。

　
　

若
宮
住
宅
の
現
状
と

今
後
の
対
応
は
。

　
　

９
棟
40
戸
あ
り
、
空

き
家
が
16
戸
。
今
後
耐
用

年
数
が
ほ
ぼ
経
過
し
て
い

る
の
で
除
去
す
る
が
、
建

て
替
え
は
町
内
全
体
で

２
０
０
戸
あ
る
町
営
住
宅

と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、

町
有
地
に
戸
数
を
絞
っ
て

建
て
替
え
て
い
く
こ
と
が

基
本
と
な
る
。

町
営
住
宅
の
現
状
は

町
有
地
に
戸
数
を
絞
っ
て
建
て
替
え
て
い
く
こ
と
が
基
本

入
湯
税
の
予
算
減
額
理
由
は

入
湯
客
数
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

　
　

入
湯
税
は
予
算
額

１
０
０
０
万
円
だ
っ
た
が

減
額
し
た
理
由
は
。

　
　

月
単
位
で
入
湯
客
数

に
１
５
０
円
の
税
率
を
掛

け
た
金
額
を
町
に
納
付
す

る
事
に
な
っ
て
い
る
が
、

予
算
計
上
時
は
平
成
29
年

度
の
実
績
か
ら
見
込
み
で

算
出
し
た
が
、
結
果
と
し

て
前
年
度
比
約
５
０
０
０

人
の
入
湯
客
減
少
が
減
額

補
正
の
要
因
と
な
っ
た
。

Ｑ

Ａ

平成 30 年度決算に係る各種財政指数（塙町ホームページより抜粋）
（１）実質収支比率 （単位：千円、％）

区　　分 30 年度 29 年度 28 年度
実質収支    　(A) 112,437 197,323 147,047
標準財政規模 (B) 3,510,397 3,540,339 3,561,736

実質収支比率 (A)/(B) 3.2 5.6 4.1 
　財政運営の健全性を示す実質収支比率は概ね標準財政規模の３～５％程
度が望ましいと云われている。   

（２）自主財源比率 （単位：千円、％）

区　　分 30 年度 29 年度 28 年度
歳入総額　　(A) 6,393,628 6,573,785 6,689,849
自主財源　　(B) 1,693,037 1,649,859 2,062,667

自主財源割合 （B)/(A) 26.5 25.1 30.8
　自主財源は町が自主的に収入しうる財源で町税、分担金・負担金、使用料、
手数料、財産収入、繰越金、繰入金、諸収入等である。

（３）財政力指数 （単位：千円、％）

区　　分 30 年度 29 年度 28 年度
基準財政収入額 (A) 911,541 899,992 901,814
基準財政需要額 (B) 3,117,913 3,150,546 3,184,457

財政力指数 (A)/(B) 0.292 0.286 0.283
　標準的な行政需要に自前の財源でどれだけ対応できるかを示し、数値が
1 に近く、１を超えるほど財政力が強いと言える。

（４）経常収支比率 （単位：千円、％）

区　　分 30 年度 29 年度 28 年度
経常経費充当一般財源 (A) 3,537,923 3,571,638 3,562,305 
経常一般財源 　(B) 3,236,294 3,186,487 3,086,282

経常収支比率 (B)/(A) 91.5 89.2 86.6
　町税、普通交付税等の毎年の経常的な収入で使途が特定されない財源に
対し人件費、扶助費、公債費等の経常的な支出が占める割合。 
　一般的に 70 ～ 75％が妥当とされ、80％を超えると財政構造の弾力性が
失われ硬直化しつつあるといわれる。   

（５）実質公債費比率 （単位：千円、％）

区　　分 30 年度 29 年度 28 年度

実質公債費比率 7.1 6.8 7.1

 　一般財源規模に対する実質公債費の割合で公債費等の町の負債が財政に
及ぼす負担度を示す。

町営住宅の現状

名　称 若宮住宅 南原住宅 大町住宅 北原住宅 栄町住宅 胡桃下
団　地 金砂住宅

建築年 昭和47年 昭和52年 昭和53年 昭和54年 昭和57年 昭和61年 平成6年

戸数 40 12 10 35 8 62 26

入居数
（9 月末） 24 7 9 30 8 55 26

ＱＡＱＡ

ＱＡ Ｑ

Ａ

子
育
て
・
教
育

出
生
者
数
の
減
少
は
町
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス

ど
こ
の
町
で
も
同
様
の
悩
み
が
あ
る

　
　

中
学
生
学
力
向
上
対

策
事
業
の
詳
細
と
実
績
は
。

　
　

平
成
27
年
度
よ
り
事

業
を
実
施
し
、
昨
年
度
は

中
２
の
数
学
基
礎
学
力
に

課
題
が
あ
る
生
徒
を
対
象

に
、
放
課
後
全
15
回
実
施

し
、
教
科
書
等
を
使
用
し

な
が
ら
基
礎
学
力
の
向
上

を
図
っ
た
。
ま
た
、
進
路

希
望
の
実
現
や
進
路
先
で

の
授
業
に
適
応
す
る
た
め

中
３
の
希
望
者
を
募
り
、

放
課
後
の
時
間
を
活
用
し

全
22
回
実
施
。
高
校
入
試

や
実
力
テ
ス
ト
の
過
去
問

を
テ
キ
ス
ト
と
し
国
語
、

数
学
、
英
語
の
３
教
科
を

実
施
し
た
。
講
師
は
学
校

の
先
生
や
塾
講
師
経
験

者
。
こ
れ
ら
の
授
業
は
入

試
対
策
の
一
助
と
な
り
好

評
で
あ
っ
た
。

福
祉
・
医
療

中
学
生
学
力
向
上
対
策
事
業
の
実
績
は
ど
う
だ
っ
た
か

受
講
生
か
ら
好
評
で
あ
っ
た

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配

置
と
あ
る
が
、
環
境
整
備

の
た
め
の
配
置
と
は
ど
の

よ
う
な
内
容
か
。

　
　

各
小
中
学
校
に
お
い

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授

業
実
施
と
機
器
の
ト
ラ
ブ

ル
に
対
応
す
る
業
務
を
行

う
た
め
、
平
成
30
年
度
よ

り
実
施
し
て
い
る
事
業
。

実
績
は
９
回
笹
原
小
学
校

に
派
遣
し
た
。
内
容
は
授

業
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
使
用
方
法
、
児
童
向
け

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
情
報
モ

ラ
ル
の
講
義
、
パ
ソ
コ
ン
の

不
具
合
解
消
を
行
っ
た
。

特
定
健
診
の
受
診
率
は

昨
年
度
は
53
％
で
あ
っ
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か

笹
原
小
に
派
遣
し
情
報
教
育
等
を
行
っ
た

　
　

平
成
30
年
度
の
出
生

者
数
が
か
な
り
減
っ
た

が
、
人
口
と
の
推
移
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

平
成
30
年
度
の
出

生
者
数
は
37
人
で
前
年

度
比
21
名
減
。
人
口
は

８
９
３
３
人
で
前
年
度
比

２
１
０
人
減
と
な
っ
た
。 　

　

町
と
し
て
ど
の
よ
う

な
対
策
を
す
る
の
か
。

　
　

子
育
て
環
境
整
備
の

た
め
の
こ
ど
も
園
建
設
、

若
者
定
住
促
進
住
宅
団

地
、
乳
幼
児
へ
の
助
成
な

ど
で
き
る
事
を
行
っ
て
い

る
が
、
ど
こ
の
町
で
も
同

様
の
悩
み
が
あ
る
。

　
　

特
定
健
診
に
つ
い

て
、
来
年
度
65
％
の
受
診

目
標
と
し
て
い
が
。

　
　

平
成
30
年
度
は
53
％

で
、
こ
こ
数
年
50
％
台
を

推
移
し
て
お
り
、
高
い
目

標
だ
と
感
じ
て
い
る
が
努

力
し
た
い
。

　
　

内
部
被
ば
く
検
査
の

結
果
は
。

　
　

食
物
や
水
な
ど
に
よ

り
体
内
に
取
り
込
ん
だ
も

の
に
放
射
線
が
あ
る
か
ど

う
か
検
査
す
る
も
の
で
、

検
査
結
果
は
町
民
に
該
当

者
な
し
。

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

地
域
敬
老
行
事
の
実
績
は

昨
年
度
は
18
行
政
区
で
２
０
１
名
参
加
だ
っ
た

　
　

地
域
敬
老
行
事
の
参

加
行
政
区
と
参
加
者
数
は

ど
う
だ
っ
た
か
。

　
　

参
加
行
政
区
は
平
成

29
年
度
よ
り
７
行
政
区
増

え
て
合
計
18
行
政
区
。
参

加
者
数
は
１
２
１
名
増
の

２
０
１
名
参
加
し
た
。

　
　

敬
老
会
の
開
催
主
体

は
町
か
地
域
ど
ち
ら
か
。 　

　

平
成
28
年
度
開
催
時
、

75
歳
以
上
の
１
８
０
０
人

近
く
に
招
待
状
を
発
送
し

た
が
、
実
際
に
は
３
０
０

人
以
下
で
の
開
催
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
敬
老
会
消
滅

を
危
惧
し
た
た
め
開
催
手

法
の
見
直
し
を
し
た
。
今

後
さ
ら
な
る
改
良
を
し
柔

軟
な
対
応
を
し
た
い
が
、

基
本
的
に
地
域
が
主
体
と

な
る
事
業
で
あ
る
。

ＱＡＱ

Ａ

ＱＡ

ＱＡ

Ｑ

Ａ

※複数棟ある建物は、一番古い建築年を表示した。

？

塙町の人口と出生数の推移

2018 年度 2017 年度 2016 年度

人　口
8,933 人

（△210人）

9,143 人

（△112人）

9,255 人

（△180人）

出生者数
37 人

（△21人）

58 人

（＋6人）

52 人

（△3人）

表中カッコの数値は対前年比の増減
※人口は毎年 3 月 31 日の住基人口
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Ｉ
Ｃ
Ｔ

　

情
報
通
信
技
術
の
略
称

？



　
　

特
別
会
計
に
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
が
あ
り

つ
つ
、
実
質
収
支
が
黒
字

と
な
っ
て
い
る
が
な
ぜ
一

般
会
計
へ
返
還
さ
れ
な
い

の
か
。

　
　

一
般
会
計
か
ら
国
保

特
会
へ
繰
り
出
す
経
費
に

つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は

保
険
税
で
負
担
す
べ
き
給

付
費
以
外
の
経
費
と
な
っ

て
お
り
、
事
務
費
や
人
件

費
、
保
険
給
付
費
に
係
る

事
業
等
に
つ
い
て
は
こ
れ

ら
は
地
方
交
付
税
措
置
対

象
。
保
険
に
係
ら
な
い
部

分
に
つ
い
て
は
、
一
般
会

計
か
ら
繰
り
入
れ
て
保
険

事
業
を
行
っ
て
よ
い
と
さ

れ
る
。
黒
字
部
分
は
償
還

金
や
基
金
積
み
立
て
等
に

支
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
一

般
会
計
へ
返
還
は
し
な
い
。 　

　

保
険
給
付
費
の
総
額

の
推
移
は
。
ま
た
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
の
推
移

は
。

　
　

給
付
費
の
総
額
は
昨

年
度
比
４
・
８
％
減
と
な

り
、
繰
入
金
も
昨
年
度
比

４
・
３
％
減
と
な
っ
た
。

今
後
の
予
測
は
国
保
世
帯

が
減
少
し
て
い
る
点
と
、

一
人
当
た
り
の
医
療
費
が

高
く
な
っ
て
い
る
傾
向
も

あ
り
、
一
概
に
減
る
と
の

予
測
は
難
し
い
。

国
民
健
康
保
険

決
算
に
係
る
実
質
収
支
の
黒
字
は
基
金
へ
積
み
立
て
る

ＱＡ

ＱＡ

　
　

特
定
入
所
者
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
概
要
と
人
数

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

住
民
税
世
帯
非
課
税

の
低
所
得
者
に
つ
い
て
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
費
や
短
期

入
所
サ
ー
ビ
ス
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）
の
食
費
と
居

住
費
の
負
担
が
限
度
額
設

定
さ
れ
、
限
度
額
を
超
過

し
た
部
分
を
特
定
入
所
者

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
及
び
特

定
入
所
者
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
費
と
し
て
現
物
給
付

し
て
い
る
。

介
護
保
険

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
対
象
者
は
１
７
０
人
前
後
で
推
移

ＱＡ

　
　

地
域
サ
ロ
ン
に
つ
い

て
は
、
各
地
域
で
増
え
て

い
る
と
の
事
だ
が
現
状
は

ど
う
か
。

　
　

平
成
元
年
度
で
は
18

地
区
で
ス
タ
ー
ト
し
現
状

20
地
区
。
各
サ
ロ
ン
と
も

月
１
回
活
動
し
て
お
り
、

介
護
予
防
の
体
操
や
駐
在

か
ら
の
交
通
講
話
、
医
師

会
か
ら
の
医
師
派
遣
に
よ

る
講
演
な
ど
趣
向
を
凝
ら

し
た
活
動
を
し
て
い
る
。

介
護
保
険

地
域
サ
ロ
ン
は
各
地
区
趣
向
を
凝
ら
し
た
活
動
を
継
続

Ｑ

Ａ

　
　

貸
借
対
照
表
上
の
未

収
金
の
多
さ
の
原
因
は
。　

　

平
成
30
年
度
末
時
点

に
お
い
て
、
収
入
に
な
ら

な
か
っ
た
も
の
は
全
て
未

収
金
と
し
て
計
上
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
内

訳
は
水
道
料
金
未
収
金

４
２
３
万
円
、
営
業
外
収

益
未
収
金
７
６
２
万
円
、

国
庫
補
助
金
６
０
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

上
水
道
事
業

未
収
金
額
の
多
さ
は
事
業
会
計
に
出
納
整
理
期
間
が
無
い
た
め

Ｑ

Ａ

　

議
会
の
傍
聴
は
毎
回
欠
か

さ
ず
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。

　

以
前
よ
り
一
般
質
問
を
す

る
議
員
が
多
く
、
内
容
も
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
以

前
議
会
だ
よ
り
の
傍
聴
者
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
て
「
丁
々
発

止
（
ち
ょ
う
ち
ょ
う
は
っ
し
）」

の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た

が
、
執
行
部
側
の
「
検
討
し

ま
す
」
と
い
う
抽
象
的
な
答

弁
は
、
質
問
通
告
内
容
に
問

題
が
あ
る
と
私
は
感
じ
ま
し

た
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

社
会
を
見
据
え
た
長
期
予
算

計
画
と
、
行
財
政
の
バ
ラ
ン

ス
を
期
待
し
ま
す
。

　

大
字
塙
連
合
区
長
よ
り
塙

厚
生
病
院
の
常
勤
医
師
確
保

に
つ
い
て
、
宮
田
町
長
と
大

縄
議
長
宛
て
に
陳
情
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
９
月
定
例

会
の
一
般
質
問
で
も
こ
の
件

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
、

町
長
の
「
塙
町
民
の
福
祉
向

上
の
た
め
、
医
師
確
保
の
要

望
書
を
県
立
医
大
や
福
島
県

厚
生
連
に
提
出
し
た
」
と
答

弁
が
あ
り
、
そ
の
熱
意
に
は

感
謝
し
ま
す
。

　

常
勤
医
師
確
保
と
塙
工
業

高
校
存
続
は
重
要
な
る
課
題

で
あ
り
、
町
の
復
興
と
再
生

の
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
で

す
の
で
、
町
長
は
じ
め
現
在

の
町
議
会
議
員
の
任
期
中
に

実
現
す
る
よ
う
今
後
の
行
動

に
注
視
し
つ
つ
、
期
待
を
し

て
い
ま
す
。

荒
あらかわ

川　達
たつお

夫さん
（大字塙）

―
傍
聴
し
た
き
っ
か
け
は

―
傍
聴
さ
れ
た
感
想
は

　

ど
う
で
し
た
か

―
議
会
に
対
す
る
意
見
、

　

要
望
は
あ
り
ま
す
か

医師確保と
塙工高の存続を望む

ひとことインタビューひとことインタビュー
　令和元年９月定例会の傍聴者数はのべ５人でした。
会期中台風による大雨と暴風に見舞われ、傍聴者数が
比較的少ない状況でしたが、傍聴された方の中からイ
ンタビューを実施し、感想や意見をいただきました。

―
町
に
対
す
る
意
見
、

　

要
望
は
あ
り
ま
す
か

介護保険負担限度額表（塙町ホームページより抜粋）

利
用
者
負
担
段
階

対　象　者

負担限度額

食
　

費

居住費（滞在型）

ユニット型 従来型個室 多床室

個室 準個室 特養等 老　　健
療養型等 特養等 老　　健

療養型等

第
１
段
階

・世帯全員が市町村民税非課
　税で、老齢福祉年金を受給
　している方
・生活保護を受けている方

か
つ
、預
貯
金
額
等
が
単
身
で
１
千
万
円（
夫
婦
で
２
千
万
円
）以
下

300円 820円 490円 320円 490円 0円 0円

第
２
段
階

・世帯全員（世帯分離している配偶者を含む）
　が市町村民税非課税で、本人の前年合計所
　得金額と課税年金収入額と非課税年金収
　入額の合計が 80 万円以下の方

390円 820円 490円 420円 490円 370円 370円

第
３
段
階

・世帯全員（世帯分離している配偶者を含む）
　が市町村民税非課税で、本人の前年合計所
　得金額と課税年金収入額と非課税年金収
　入額の合計が 80 万円を超える方

650円 1,310円 1,310円 820円 1,310円 370円 370円

第
４
段
階

・本人が市町村民税非課税で、世帯の中に
　市町村民税を課税されている方がいる方
・本人が市町村民税を課税されている方

負担限度額なし
（実際の費用額は施設との契約による）

 

特
別
会
計
・
事
業
会
計

？
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出
納
整
理
期
間

　

年
度
経
過
後
か
ら
収
入
、
支

出
の
出
納
に
関
す
る
事
務
を
整

理
し
て

終
的
に
確
定
さ
せ
る

期
限
ま
で
の
期
間
を
い
う
。
地

方
公
共
団
体
に
つ
い
て
は
翌
年

度
５
月
31
日
を
も
っ
て
出
納
閉

鎖
と
な
る
。

？



質問答弁
　　　　

　
　

全
国
的
な
流
れ
で

学
校
給
食
無
償
化
が
叫
ば

れ
て
い
る
が
、
塙
町
に
お

い
て
無
償
化
の
実
現
は
可

能
な
の
か
、
実
施
時
期
を

改
め
て
伺
う
。

　
　
　

令
和
２
年
度
か
ら

給
食
費
補
助
を
増
額
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
振
興

計
画
の
中
で
示
し
て
い
き

た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　

県
教
育
委
員
会
の

説
明
会
で
は
、「
工
業
高

校
は
設
備
更
新
や
維
持
費

が
高
額
で
、
廃
校
は
や
む

を
得
な
い
。」
な
ど
、
コ

ス
ト
カ
ッ
ト
だ
け
で
判
断

す
る
県
の
地
方
切
り
に
思

え
る
が
、
町
の
対
応
は
。 　

　
　

絶
対
存
続
さ
せ
た

い
。
無
く
な
れ
ば
、
町
づ

く
り
の
将
来
に
影
響
が
出

る
と
考
え
て
い
る
。
塙
工

高
に
入
学
を
す
る
中
学
生

に
対
し
て
、
年
間
50
万
円

程
度
の
奨
学
金
制
度
を
設

定
で
き
な
い
か
、
卒
業
後

に
町
内
企
業
へ
就
職
し
３

年
経
過
し
た
場
合
、
返
還

を
免
除
す
る
制
度
を
考
え

て
み
た
い
。
今
後
と
も
、

県
教
育
委
員
会
に
強
く
存

続
を
求
め
る
。

取り組み課題に

終わりは無い
吉
よしだ

田　広
ひろあき

明議員

塙工高存続問題は
県のコストカットなのか

年間 50 万円程度の
奨学金制度を考えたい

一般質問とは

　議員が町長などに対し、行政全般にわたる事務の執行状況や将来の

方針等を確認するものです。議会だよりに掲載している一般質問は、

質問登壇議員自らが原稿を作成しています。

一般質問 町政を問う町政を問う町政を問う

議 員 名 質　　問　　事　　項 ページ

吉
よしだ

田　広
ひろあき

明
・学校給食費無償化　　・塙工高存続問題　　・保育の無償化制度
・高齢者シェアハウス　・湯遊ランドはなわ利活用

P11

鈴
すずき

木　　茂
しげる

・笹原地区活性化関連　・はなわこども園関連 P12

下
しもじゅう

重　義
よしと

人
・耕作放棄地問題　　・参議院選挙開票事務　　・町の観光大使
・町の公用車安全管理

P13

鈴
すずき

木　安
やすつぐ

次 ・水道料金値上げ等　・町の諸課題について P14

七
ななみや

宮　広
ひろき

樹
・木育関連の展開　　・はなわこども園関連　　・Ｂ&Ｇプール利活用
・禁漁区の設定　・その他の質問

P15

吉
よしだ

田　克
かつのり

則
・農業振興と担い手確保　　・町有財産の利活用　　・塙厚生病院医師確保
・湯遊ランドはなわ管理費

P16

青
あおと

砥　與
ようぞう

藏 ・湯遊ランドはなわ経営改善　　・有害鳥獣対策　　・町の諸課題について P17

高
こうえん

縁　　光
ひかる・福島第一及び第二原発関連の固定資産税　　・給食費全額補助の実施時期
・タクシー利用助成　　・耕作放棄地解消施策　　・塙工高存続問題

P18

スマートフォンなどお持ちの方で、
専用アプリでＱＲコードを読み取
ると録画映像がご覧いただけます。

学
校
給
食
費
の

無
償
化
は
可
能
な
の
か

令
和
２
年
度
か
ら

給
食
費
補
助
を
増
額
し
た
い

　
　
　

高
齢
者
向
け
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
の
開
設
場
所
や
受
け
入
れ

人
数
、
入
居
費
用
を
伺
う
。

　
　
　

大
町
の
旧
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
に
貸
し
出
し
て
い
た
建

物
を
高
齢
者
の
支
え
合
う
共
同

住
宅
と
し
て
利
用
し
た
い
。
受

け
入
れ
は
４
名
程
度
、
年
金
程

度
で
冬
季
間
の
貸
し
出
し
を
考

え
て
い
る
。

安
心
な
老
後
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
町
の
対
策
は

高
齢
者
向
け
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
は
年
金
程
度
で
貸
し
出
し
た
い大町にある町有施設を利活用

保育の無償化制度の完全無償化を

どのような手法が取れるのか考えたい 　
　
　

幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
制
度
が
今
年
10
月
か

ら
施
行
さ
れ
る
が
、
使
用
料

の
完
全
無
償
化
で
は
な
く
、

非
課
税
世
帯
で
な
い
０
歳
・

２
歳
ま
で
の
子
供
は
無
償
化

に
は
な
ら
な
い
。
消
費
税

10
％
に
な
り
、
地
方
消
費
税

交
付
金
も
増
え
る
と
思
も
わ

れ
る
が
、
増
額
分
を
充
当
す

る
考
え
で
完
全
無
償
化
で
き

な
い
か
。

　
　
　

現
況
を
し
っ
か
り
洗

い
直
し
を
し
て
、
ど
の
よ
う

な
手
法
が
取
れ
る
の
か
考
え

た
い
。

湯遊ランドはなわの利活用は

観光交流や健康増進の施設にしたい　
　
　

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な

わ
で
、
住
民
の
健
康
福
祉

を
増
進
す
る
目
的
の
酸
素

ボ
ッ
ク
ス
が
設
置
さ
れ
た

り
岩
盤
浴
も
導
入
予
定
。

補
助
事
業
で
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
も
開
設
す
る
と
聞
い
て

い
る
が
、利
活
用
を
伺
う
。

　
　
　

県
も
健
康
増
進
の

た
め
の
各
種
補
助
事
業
が

あ
り
、
該
当
事
業
に
積
極

的
に
取
り
組
む
よ
う
担
当

課
に
指
示
を
し
た
。
観
光

交
流
や
健
康
増
進
、
親
し

み
の
あ
る
町
の
施
設
に
し

た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁
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歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
耕
作
放
棄
地
の
現
状

は
。

　
　
　

農
業
委
員
会
で
把

握
し
て
い
る
の
は
、
平

成
30
年
11
月
現
在
で
約

３
０
８
・
５
ha
。
農
地
法

に
基
づ
き
毎
年
１
回
農
地

利
用
状
況
調
査
を
行
っ
て

い
る
。

　
　
　

耕
作
を
放
棄
し
た

農
地
の
保
全
管
理
の
た
め

に
、
乗
用
草
刈
機
等
購
入

に
対
す
る
支
援
は
。

　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
に
申
請
す
れ
ば
支

援
で
き
る
制
度
は
あ
る
。 　

　
　

農
地
中
間
管
理
機

構
関
連
農
地
整
備
事
業
と

は
。

　
　
　

県
が
農
業
者
の
費

用
負
担
や
同
意
を
求
め
な

い
農
地
の
大
区
画
化
等
の

基
盤
整
備
を
実
現
し
、
集

積
や
集
約
化
を
加
速
化
さ

せ
る
事
業
で
あ
る
。
重
要

な
の
は
地
域
内
で
合
意
形

成
が
必
要
だ
。

質問答弁

質
問

答
弁
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笹原地区平坦部の活性化は

小学校の存続や観光、
交流人口の増加に取り組む

鈴
すずき

木　茂
しげる

議員

　
　
　

町
政
の
中
で
笹
原

地
区
の
位
置
づ
け
は
。

　
　
　

中
山
間
地
域
の
資

源
を
生
か
し
て
観
光
や
交

流
人
口
の
増
加
を
図
り
た

い
。

　
　
　

笹
原
幼
稚
園
と
小

学
校
の
来
年
度
の
入
園
入

学
予
定
者
は
。

　
　
　

幼
稚
園
16
名
、
小

学
校
13
名
で
あ
る
。

　
　
　

笹
原
小
学
校
の
児

童
数
が
50
名
を
下
回
る
の

は
い
つ
か
。

　
　
　

５
年
後
の
令
和
６

年
度
で
あ
る
。

　
　
　

５
年
後
は
塙
小
に

統
合
す
る
の
か
。

　
　
　

当
面
そ
の
考
え
は

持
っ
て
い
な
い
。

　
　
　

笹
原
地
区
の
活
性

化
の
た
め
に
、
老
人
ホ
ー

ム
や
若
者
定
住
住
宅
を
作

る
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
　

必
要
で
あ
る
と
思

う
の
で
具
体
案
を
作
っ
て

い
き
た
い
。

　
　
　

飲
食
店
は
地
域
を

活
性
化
さ
せ
る
。
空
き
家

と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

使
っ
て
カ
レ
ー
な
ど
の
ラ

ン
チ
軽
食
を
始
め
さ
せ
て

は
ど
う
か
。

　
　
　

ぜ
ひ
取
り
組
み
た

い
。

　
　
　

笹
原
小
学
校
存
続

の
意
気
込
み
は
。

　
　
　

強
い
思
い
を
受
け

止
め
た
の
で
、
色
々
な
提

案
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

止
ま
ら
な
い
耕
作
放
棄
地
の
現
状
は

平
成
30
年
で
３
０
８
・
５
ha

明
めい

鏡
きょう

止
し

水
すい

下
しもじゅう

重　義
よしと

人議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

こ
ど
も
園
の
運
営
担
当
課
は

保
育
部
と
幼
稚
部

ど
ち
ら
も
教
育
委
員
会

　
　
　

こ
ど
も
園
の
保
育

部
と
幼
稚
部
の
所
管
は
。

　
　
　

ど
ち
ら
も
教
育
委

員
会
で
行
う
。

　
　
　

園
内
で
行
う
子
育

て
支
援
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
課
で
対

応
す
る
。

　
　
　

職
員
の
配
置
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　
　

園
長
、主
任
２
名
、

事
務
局
３
名
、
看
護
師
、

用
務
員
な
ど
で
あ
る
。

　
　
　

園
長
は
常
勤
に
な

る
の
か
、
ま
た
外
部
、
内

部
登
用
に
な
る
の
か
。

　
　
　

常
勤
で
あ
る
。
人

事
は
人
と
し
て
の
状
況
判

断
に
な
る
。

　
　
　

保
育
部
の
入
園
条

件
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら

な
い
の
か
。

　
　
　

い
ま
ま
で
ど
お
り

で
あ
る
。

　
　
　

開
園
時
の
入
園
予

想
人
数
は
。

　
　
　

　

０
歳
児
10
名

　

１
歳
児
10
名

　

２
歳
児
30
名

　

３
歳
児
43
名

　

４
歳
児
59
名

　

５
歳
児
56
名

　

合
計
２
０
８
名
で
あ
る
。

　
　
　

今
年
７
月
21
日
の

参
議
院
福
島
県
選
出
議
員

選
挙
の
開
票
作
業
の
遅
れ

た
経
緯
は
。

　
　
　

開
票
点
検
中
に
投

票
者
数
と
投
票
総
数
が
当

初
合
わ
ず
、
再
度
確
認
し

た
た
め
予
定
時
間
よ
り
遅

れ
た
。

　
　
　

開
票
作
業
の
中
で

人
員
削
減
が
あ
っ
た
の

か
。

　
　
　

従
来
の
開
票
作
業

人
員
と
ほ
ぼ
同
様
だ
っ

た
。

参
議
院
選
で
の
開
票
作
業
の
遅
れ
た
経
緯
は

開
票
作
業
の
再
確
認
の
た
め 　

　
　

塙
町
の
観
光
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
に
勤
し
ん
で

い
る
人
を
町
の
観
光
大
使

に
迎
え
入
れ
る
考
え
は
あ

る
か
。

　
　
　

自
ら
塙
町
の
観
光

の
た
め
に
あ
り
が
た
い
こ

と
で
あ
る
。
正
式
な
受
け

入
れ
体
制
が
整
っ
た
う
え

で
考
え
た
い
。

　
　
　

塙
町
地
域
振
興
事

業
交
付
金
と
は
。

　
　
　

町
民
の
参
加
と
協

働
に
よ
る
地
域
振
興
及
び

活
性
化
を
目
指
し
、
自
主

的
な
事
業
へ
年
に

大

30
万
円
を
３
年
間
に
わ

た
っ
て
交
付
し
、
財
政
支

援
で
事
業
目
標
の
自
立
を

促
す
。

町の観光大使設立の
考えは

受け入れ体制が
整ったうえで考えたい

　
　
　

近
の
公
用
車
で

の
事
故
等
の
発
生
状
況

は
。

　
　
　

平
成
30
年
７
月
以

降
、
道
路
上
の
警
察
が
関

与
す
る
事
故
は
無
か
っ
た

が
、
接
触
に
よ
る
物
損
が

７
件
あ
っ
た
。

　
　
　

交
通
ル
ー
ル
を
逸

脱
し
た
「
あ
お
り
運
転
」

の
た
め
に
も
、
公
用
車
に

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
設

置
の
義
務
化
を
。

　
　
　

車
両
更
新
時
期
等

を
踏
ま
え
、
公
用
車
に
は

対
応
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

公用車の事故等の発生状況は

接触による物損が 7件

小学校は二つあったほうがよい
無くさない努力をすべき

活性化が必要な笹原地区の空き地

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

農地管理パトロールのようす

質
問

答
弁

　
　質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

夢を明確にする
理想を口に出す

七
ななみや

宮　広
ひろき

樹議員

　
　
　

今
年
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
の
大

規
模
な
改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
、

来
年
度
に
向
け
て
様
々
な
展
開
が

見
込
ま
れ
る
が
、
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
高
齢
者
向
け
健
康
寿

命
維
持
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入

れ
る
考
え
は
。

　
　
　

担
当
課
や
Ｂ
＆
Ｇ
関
係
者

を
含
め
、
高
齢
者
の
利
用
を
し
っ

か
り
組
み
立
て
環
境
づ
く
り
を
進

め
た
い
。

　
　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
共
に
運

営
姿
勢
も
変
化
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
民
間
施
設
な
ど
と
提
携
し
利

用
促
進
を
図
る
考
え
は
。

　
　
　

専
門
家
や
指
導
機
関
と
相

談
し
て
、
担
当
課
で
利
用
計
画
を

つ
く
り
手
掛
け
て
い
き
た
い
。

高齢者向け健康寿命維持に、
Ｂ＆Ｇプールの活用を

様々な対応に応じていきたい

　
　
　

公
共
下
水
道
の
処
理
能

力
は
。

　
　
　

処
理
能
力
は
１
２
１
５

㎥
　

　
　
　

農
業
集
落
排
水
施
設
の

長
寿
命
化
の
検
討
は
。

　
　
　

６
月
に
発
注
し
た
業
務

委
託
の
中
で
検
討
す
る
。

　
　
　

台
宿
地
区
農
業
集
落
排

水
施
設
の
長
寿
命
化
と
補
助
金

は
。

　
　
　

３
億
９
０
０
万
円
掛
か

る
と
見
込
ん
で
い
る
が
、
財
源

等
の
検
討
は
ま
だ
。
国
土
強
靭

化
計
画
の
中
で
補
助
金
を
充
て

た
い
。

　
　
　

公
共
下
水
道
と
農
業
集

落
排
水
が
統
合
さ
れ
て
接
続
費

と
使
用
料
の
違
い
の
検
討
は
。

　
　
　

両
方
と
も
現
行
制
度
の

料
金
体
系
を
維
持
す
る
。

　
　
　

塙
厚
生
病
院
の
下
水
処

理
の
現
況
は
。

　
　
　

自
前
の
処
理
施
設
で
処

理
を
し
て
い
る
。
　

　
　
　

塙
厚
生
病
院
の
下
水
処

理
を
公
共
下
水
道
に
接
続
し
た

場
合
薬
品
等
の
影
響
は
出
な
い

の
か
。

　
　
　

対
処
方
法
は
十
分
に
あ

る
。

　
　
　

上
下
水
道
委
員
会
の
答

申
ど
お
り
水
道
料
を
い
つ
値
上

げ
す
る
の
か
。

　
　
　

値
上
げ
し
な
い
の
は
条

例
違
反
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　

今
年
３
月
議
会
以
後
住

民
説
明
の
動
き
が
な
い
が
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
と

考
え
て
い
る
　

　
　
　

監
査
意
見
書
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

財
政
が
云
々
で
は
な

い
。

　
　
　

ど
の
よ
う
な
考
え
で
諮

問
し
た
の
か
。

　
　
　

２
～
３
０
年
値
上
げ
し

て
い
な
い
の
で
、
も
っ
と
検
討

す
る
。

　
　
　

値
上
げ
し
た
場
合
で
も

他
市
町
村
よ
り
安
い
が
。

　
　
　

慎
重
に
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　

旧
常
豊
小
学
校
跡
地
の
新

た
な
利
活
用
案
は
。

　
　
　

複
数
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
。

　
　
　

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
の
誘
致

場
所
と
し
て
は
。

　
　
　

授
業
等
に
利
用
で
き
そ
う

だ
。

　
　
　

振
興
計
画
の
１
５
０
０
万

円
を
落
と
し
た
理
由
と
新
た
な
利

活
用
は
。

　
　
　

焼
酎
を
作
る
目
的
で
購
入

し
た
が
今
は
白
紙
で
一
部
修
繕
し

た
。

　
　
　

旧
焼
酎
工
場
を
解
体
し
道

路
を
拡
幅
し
て
、
新
た
な
企
業
誘

致
の
場
所
に
す
る
考
え
は
。

　
　
　

道
路
を
広
げ
て
再
利
用
計

画
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　
　
　

塙
幼
稚
園
を
こ
ど
も
園
開

園
後
学
童
と
し
て
利
用
す
る
考
え

も
あ
る
と
し
て
い
た
が
。

　
　
　

具
体
的
な
検
討
は
ま
だ
。

教
室
や
ト
イ
レ
の
変
更
が
必
要
に

な
る
。

　
　
　

２
５
０
０
万
円
の
指
定
管

理
料
を
増
額
す
る
こ
と
な
く
湯
遊

ラ
ン
ド
は
な
わ
の
経
営
健
全
化
を

図
れ
る
の
か
。
誰
が
検
討
を
し
た

の
か
。

　
　
　

経
営
改
善
計
画
は
現
場
の

人
間
が
検
討
し
た
。

　
　
　

ダ
リ
ア
園
管
理
委
託
料
と

し
て
２
０
０
万
円
支
出
し
て
い
る

が
み
す
ぼ
ら
し
い
。

　
　
　

天
候
不
順
で
不
幸
だ
っ

た
。徹
底
し
た
管
理
計
画
を
作
る
。

　
　
　

常
備
消
防
屯
所
建
設
予
定

地
の
賃
貸
料
の
根
拠
と
一
括
買
収

し
た
場
合
の
金
額
は
。

　
　
　

地
権
者
と
の
協
議
に

よ
っ
て
決
定
し
た
。
参
考
価
格

で
あ
る
が
２
２
０
０
万
円
か
ら

３
０
０
０
万
円
く
ら
い
で
あ
る
。

　

旧
焼
酎
工
場
を
解
体
し
て
企
業
誘
致
を
し
て
は

道
路
を
広
げ
て
再
利
用
計
画
を
検
討
し
て
み
た
い

答申どおり水道料金を
いつ値上げするのか

値上げしないのは
条例違反とは考えていない

  

　
　

次
年
度
は
な
わ
こ

ど
も
園
が
開
園
し
、
そ
の

中
に
木
育
広
場
が
設
け
ら

れ
る
が
、
次
回
の
木
育

キ
ャ
ラ
バ
ン
の
構
想
は
。

　
　
　

は
な
わ
こ
ど
も
園

が
開
園
す
る
の
で
、
施
設

の
中
を
メ
イ
ン
に
し
て
開

催
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　

第
90
回
塙
流
灯
花

火
大
会
に
、
塙
小
学
校
と

笹
原
小
学
校
の
６
年
生
が

授
業
の
中
で
、
木
製
小
型

灯
篭
を
制
作
し
た
が
、
今

後
の
取
り
組
み
と
継
続

性
、
時
間
枠
の
拡
大
の
検

討
は
。

　
　
　

来
年
度
の
教
育
課

程
の
編
成
に
位
置
付
け
ら

れ
る
よ
う
に
学
校
と
協
議

し
な
が
ら
、
木
育
の
一
環

と
し
て
長
く
継
続
し
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

木
育
の
更
な
る
展
開
は

次
回
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
は

木
育
広
場
で

　
　
　

モ
ン
ベ
ル
フ
レ
ン

ド
タ
ウ
ン
は
な
わ
、
三
角

形
の
道
、
ツ
ー
ル
ド
は
な

わ
な
ど
訪
れ
る
人
達
が
増

え
る
環
境
が
整
っ
て
き
た

が
、
魅
力
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
漁
業
組
合
の
協
力

を
得
て
、
川
の
一
部
を
禁

漁
区
と
定
め
る
モ
デ
ル
区

域
に
取
り
組
む
考
え
は
。

　
　
　

観
光
の
一
環
と
し

て
も
禁
漁
の
設
定
な
ど

を
、
漁
業
組
合
と
相
談
し

て
み
た
い
。

現在の焼酎工場跡地（板庭）

　
　
　

開
園
に
向
け
て
子

供
た
ち
の
受
け
入
れ
態
勢

と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
塙
保
育
園
に
増
設

さ
れ
た
プ
レ
ハ
ブ
教
室
や

園
庭
遊
具
は
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
検
討
す

る
と
こ
ろ
で
、
確
定
し
て

い
な
い
。

着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る

は
な
わ
こ
ど
も
園
へ
の
子
供
た

ち
の
受
け
入
れ
態
勢
と
準
備
は

鈴
すずき

木　安
やすつぐ

次議員

思い付きで一貫性の無い町政
　約束の守られない町政
町民目線の町政は
どこへ行ってしまったのでしょう？

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

　
　
　

給
食
セ
ン
タ
ー
敷

地
内
で
は
特
に
５
月
か
ら

６
月
に
野
鳥
の
フ
ン
害
が

ひ
ど
く
、
衛
生
管
理
の
点

で
好
ま
し
く
な
い
状
況
と

考
え
る
が
、
今
後
の
対
応

と
対
策
は
。

　
　
　

現
在
は
毎
日
、
洗

浄
清
掃
で
対
応
し
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

Ｂ&Ｇプールの利用促進へ

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

禁漁の設定など、所管団
体と相談してみたい

山・水・花・自然の魅力ある
町づくりに禁漁区を定めては



　
　
　

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な

わ
の
営
業
20
年
間
で
、
長

期
の
赤
字
経
営
を
ど
の
よ

う
に
改
善
し
て
い
く
の

か
。
今
後
予
想
さ
れ
る
多

額
の
修
繕
費
に
つ
い
て
費

用
対
効
果
が
あ
る
の
か
伺

う
。

　
　
　

少
し
で
は
あ
る
が

改
善
し
て
い
る
。
職
員
の

や
る
気
が
出
て
い
る
の

で
、
職
員
の
計
画
や
企
画

を
優
先
し
て
い
き
た
い
。 　

　
　

専
門
家
に
よ
る
経

営
方
針
・
営
業
目
標
・
職

員
の
教
育
・
設
備
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
・
食
材
の
仕
入
・

メ
ニ
ュ
ー
構
成
等
、
多
く

の
課
題
を
精
査
し
経
営
改

善
が
な
さ
れ
る
の
で
は
。

　
　
　

今
後
必
要
に
応
じ

て
依
頼
す
る
こ
と
も
あ

る
。
今
は
、
職
員
と
一
体

に
な
っ
て
改
善
す
る
こ
と

を
優
先
し
た
い
。

質問答弁

質
問

答
弁
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スマート農業、最先端技術で
次世代の担い手に期待したい

吉
よしだ

田　克
かつのり

則議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　

町
有
財
産
等
を
有

効
活
用
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

　
　
　

利
活
用
し
て
い
な

い
所
は
十
分
に
検
討
す

る
。
不
要
財
産
は
持
た
な

い
方
向
え
考
え
て
い
き
た

い
。

　
　
　

白
河
広
域
圏
塙
分

署
建
替
え
用
地
確
保
で
、

町
有
地
で
あ
る
旧
常
豊
小

学
校
跡
地
に
話
が
出
な

か
っ
た
の
か
。

　
　
　

分
筆
作
業
が
発
生

し
時
間
的
余
裕
も
無
か
っ

た
。
分
署
建
替
え
に
は
補

助
金
活
用
の
条
件
が
あ

り
、
緊
急
性
が
あ
っ
た
。

　
　
　

土
地
を
借
り
る
場

合
、
賃
借
料
を
決
め
る
条

例
等
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

条
例
で
借
地
の
基

準
等
は
無
く
、
借
り
る
状

況
に
応
じ
て
協
議
す
る
。

決
裁
は
担
当
課
で
起
案

し
、町
長
が

終
決
裁
者
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一歩ずつ
　　着実に前へ

青
あおと

砥　與
ようぞう

蔵議員

　
　
　

保
安
林
対
策
は
県

と
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い

る
の
か
。

　
　
　

住
宅
周
辺
の
森
林

環
境
整
備
を
予
算
化
し
、

今
後
も
県
と
対
応
し
た
い
。

　
　
　

町
の
県
に
対
す
る

塙
工
高
存
続
へ
の
取
り
組

み
が
見
え
な
い
が
、
ど
の

よ
う
な
活
動
が
あ
っ
た
の

か
。

　
　
　

県
の
条
件
が
明
確

で
な
い
。
県
教
育
委
員
会

の
高
等
学
校
改
革
懇
談

会
、
ま
た
只
見
高
校
・
大

子
清
流
高
校
と
町
の
支
援

対
策
を
懇
談
し
、
今
後
多

角
的
に
検
討
す
る
。

　
　
　

多
く
の
森
林
関
係

者
は
、
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

の
誘
致
に
大
い
に
期
待
し

て
い
る
が
、
町
の
具
体
的

な
対
応
策
は
。

　
　
　

林
業
振
興
協
議
会

を
９
月
４
日
開
催
、
誘
致

活
動
や
誘
致
場
所
な
ど
積

極
的
に
行
動
を
確
認
し

た
。

有害鳥獣対策は

法令や実情に即した
対応をしたい

町
の
数
多
く
の
諸
課
題
に
対
し
て
ど
う
対
応
す
る
の
か

県
や
担
当
部
署
な
ど
多
角
的
に
対
応
や
検
討
を
す
る

　
　
　

多
く
の
対
策
が
施

さ
れ
る
が
今
な
お
被
害
が

拡
大
し
て
い
る
状
況
で
、

農
家
の
耕
作
放
棄
地
が
増

え
て
い
る
。
一
年
を
通
し

た
駆
除
に
よ
る
撲
滅
事
業

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　

鳥
獣
保
護
法
で
制

約
が
あ
る
が
、
地
域
の
方

の
罠
見
守
り
で
あ
れ
ば
可

能
。

　
　
　

ア
ラ
イ
グ
マ
の
生

息
が
町
内
に
生
息
し
て
い

る
と
の
事
だ
が
、
町
は
確

認
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

被
害
が
あ
れ
ば
、

福
島
県
ア
ラ
イ
グ
マ
防
除

実
施
計
画
に
基
づ
い
て
行

う
。

　
　
　

町
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
振
興
に
つ
い
て
町

長
の
考
え
は
。
ま
た
担
い

手
育
成
確
保
対
策
は
。

　
　
　

重
要
な
問
題
と
し

て
考
え
て
い
る
。
人
・
農

地
プ
ラ
ン
作
成
の
取
り
組

み
や
町
独
自
の
支
援
策
に

つ
い
て
も
、
町
総
合
計
画

の
中
で
具
体
的
な
取
り
組

み
と
し
て
計
画
し
て
い

く
。
遊
休
農
地
問
題
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
深
刻
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
農

業
法
人
等
の
組
織
化
に
積

極
的
に
支
援
、
協
力
を
し

て
い
く
考
え
。

　
　
　

ド
ロ
ー
ン
等
を
活

用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　

コ
ス
ト
に
対
し
て

生
産
価
格
が
つ
い
て
い
く

の
か
問
題
も
あ
る
。
試
験

的
導
入
に
思
い
も
あ
る
。

　
　
　

町
長
は
医
師
確
保
に
向

け
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　

地
域
住
民
の
健
康
と
豊

か
な
暮
ら
し
を
守
る
塙
厚
生
病

院
は
こ
の
地
方
で
無
く
て
は
な

ら
な
い
。
町
村
会
で
は
知
事
、

県
立
医
科
大
、県
の
関
係
部
署
、

厚
生
連
等
へ
医
師
確
保
の
要
望

を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。
町

と
し
て
も
、医
師
と
の
懇
談
会
、

厚
生
病
院
運
営
会
議
の
中
で
常

時
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　
　

大
字
塙
連
合
区
長
か
ら

医
師
不
足
解
消
の
陳
情
書
が
出

て
い
る
が
。

　
　
　

県
立
医
大
を
中
心
に
医

師
の
確
保
を
進
め
て
い
く
。

町有財産等有効利用は

十分に検討する

塙
厚
生
病
院
医
師
確
保
は

県
立
医
大
を
中
心
に
取
り
組
む

農業振興、
担い手育成確保対策は

町総合計画で具体的に取組む

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
経
営
改
善
計
画
は

職
員
の
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
の
で
奮
起
を
期
待

湯
遊
ラ
ン
ド
へ
の

管
理
費
の
投
入
は

健
康
増
進
施
設
と
し
て

　
　
　

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
管
理

費
へ
の
積
極
的
な
税
金
投
入
は
。

　
　
　

町
民
の
健
康
増
進
目
的
の

施
設
と
し
て
役
割
を
明
確
に
出
し

た
い
。
町
民
に
示
し
親
し
ん
で
い

た
だ
け
る
施
設
と
し
て
位
置
付
け

し
た
い
。

おり罠導入で対策強化へ

担い手による大型コンバイン収穫作業
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弁
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問

答
弁
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答
弁
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弁
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問
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問
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弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁



　
　
　

東
京
電
力
は
、

福
島
第
一
及
び
第
二
原

発
が
廃
炉
に
な
る
と
、

企
業
会
計
に
お
け
る
資

産
価
格
が
下
げ
る
こ
と

に
な
り
、
交
付
金
が
国

か
ら
交
付
さ
れ
な
く
な

る
懸
念
が
あ
る
が
、
今

後
東
京
電
力
所
有
で
塙

町
関
連
の
固
定
資
産
税

は
ど
の
よ
う
な
影
響
が

出
て
く
る
の
か
。

　
　
　

事
業
用
資
産
と

し
て
使
用
で
き
る
も
の

は
課
税
対
象
で
あ
り
、

現
在
も
火
力
発
電
送
電

を
を
し
て
い
る
の
で
影

響
な
い
。

　

塙
町
消
防
団
第
５
分
団

第
１
班
（
植
田
地
区
）
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
、
購

入
か
ら
22
年
経
過
し
老
朽

化
に
伴
う

新
型
へ
の
更

新
。

取
得
金
額

　

２
１
３
４
万
円

契
約
方
法

　

一
般
競
争
入
札

　
　
　

（
４
社
入
札
参
加
）

契
約
の
相
手
方

　

日
本
機
械
工
業
㈱

　

仙
台
営
業
所

（
質
疑
）

Ｑ
　

今
回
更
新
す
る
車
両

選
定
の
経
過
は
。

Ａ
　

機
種
は
Ｃ
Ｄ
―
Ⅰ
型

で
、
現
在
塙
町
の
ポ
ン
プ

自
動
車
は
全
部
そ
の
形
に

な
っ
て
い
る
。

Ｑ
　

車
体
や
消
防
ポ
ン
プ

の
メ
ー
カ
ー
は
。

Ａ
　

現
状
キ
ャ
ブ
オ
ー

バ
ー
型
ダ
ブ
ル
シ
ー
ト
、

ホ
イ
ー
ル
ベ
ー
ス
２
・
５

メ
ー
ト
ル
以
上
、
契
約
が

整
い
次
第
車
両
や
ポ
ン
プ

の
メ
ー
カ
ー
が
決
ま
っ
て

く
る
。

Ｑ
　

一
般
競
争
入
札
を
実

施
し
た
内
容
は
。

Ａ
　

４
社
が
入
札
参
加

で
、
日
本
機
械
工
業(

株)

仙
台
営
業
所
と
な
っ
た
。

Ｑ
　

車
両
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
関
す
る
保
障
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
　

通
常
１
年
程
度
の
保

障
と
な
る
が
、
修
理
対
応

は
随
時
要
請
で
き
る
状
況

で
あ
る
。

Ｑ
　

今
回
導
入
か
ら
２
２

年
で
車
両
更
新
と
あ
る

が
、
町
内
に
は
も
っ
と
古

い
車
両
が
あ
る
の
で
は
。

Ａ
　

現
状
古
い
車
は
３
台

あ
る
が
、
小
型
動
力
ポ
ン

プ
付
の
軽
四
輪
を
除
い
て

一
番
古
い
も
の
を
更
新
す

る
た
め
で
あ
る
。

　
　

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

財
産
の
取
得

財
産
の
取
得

財
産
の
取
得

質
問

答
弁
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

今後耕作放棄地は増加するので
　　　　　早急な対策が必要

高
こうえん

縁　光
　ひかる

議員

　
　
　

今
年
度
実
施
の

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
制

度
の
概
要
や
募
集
状
況

な
ど
は
現
状
ど
う
か
。

　
　
　

今
年
度
は
、
公

共
交
通
を
利
用
し
に
く

い
地
域
の
方
々
の
生
活

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
、
地
域
別
タ
ク
シ
ー

の
実
証
実
験
を
行
う

が
、
昨
年
同
様
65
歳
以

上
の
方
や
免
許
返
納

者
、
身
体
的
に
運
転
が

で
き
な
い
方
、
ま
た
初

め
て
の
試
み
で
学
生
も

対
象
と
し
て
お
り
、
塙

町
地
域
交
通
活
性
化
協

議
会
に
お
い
て
決
定
し

て
い
る
。
今
年
10
月
１

日
か
ら
令
和
２
年
２
月

末
ま
で
の
５
か
月
間
実

施
す
る
。

福島第一及び第二原発関連の固定資産税は

国評価で市町村に税額が配分される

　
　
　

今
年
10
月
か
ら

消
費
税
増
税
を
控
え
る

中
で
、
学
校
給
食
費
を

３
割
助
成
か
ら
全
額
助

成
を
来
年
度
か
ら
実
施

す
べ
き
と
考
え
る
が
、

決
意
の
ほ
ど
は
ど
う

か
。

　
　
　

令
和
２
年
度
か

ら
給
食
費
助
成
増
額
を

振
興
計
画
に
載
せ
た

い
。

給食費の全額助成早期実施は

令和２年度から助成増額を計画に

　
　
　

塙
工
高
の
来
年
度
入
学
募

集
の
た
め
今
年
７
月
に
体
験
入
学

が
行
わ
れ
た
が
、
前
年
度
と
比
較

し
て
ど
う
だ
っ
た
か
。

　
　
　

令
和
元
年
７
月
24
日
に
開

催
さ
れ
、
今
年
度
の
体
験
入
学
者

は
44
名
だ
っ
た
。
昨
年
度
と
比
較

す
る
と
17
名
の
減
少
で
あ
る
。

　
　
　

第
一
志
望
の
入
学
予
定
者

は
30
数
名
と
い
う
こ
と
だ
が
、
校

長
先
生
の
話
で
は
入
学
見
込
者
に

つ
い
て
大
変
厳
し
い
認
識
だ
っ
た
。

今
後
計
画
ど
お
り
塙
工
高
が
廃
校

と
な
れ
ば
、
塙
町
を
含
む
郡
内
の

地
域
経
済
へ
の
影
響
は
大
き
く
、

町
長
を
先
頭
に
県
へ
妥
協
な
し
に

求
め
る
べ
き
と
思
う
が
決
意
は
ど

う
か
。

　
　
　

何
度
も
議
会
で
答
弁
し
て

い
る
が
、
廃
校
は
認
め
な
い
気
持

ち
で
あ
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
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タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
の
現
状
は

新
た
な
取
り
組
み
を
今
年
度
実
施
す
る

　
　
　

耕
作
放
棄
地
は
全
国
で

福
島
県
は
第
２
位
と
な
っ
て
お

り
、
耕
作
放
棄
地
対
策
は
重
要

と
考
え
る
が
、
茨
城
県
大
子
町

で
は
漆
の
栽
培
を
研
究
し
普
及

支
援
し
て
い
る
が
、
塙
町
で
も

検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

茨
城
県
大
子
町
で
は
古

く
か
ら
栽
培
さ
れ
、
生
産
組
合

も
組
織
さ
れ
て
い
る
現
状
で
あ

る
が
、
塙
町
で
も
普
及
で
き
る

可
能
性
は
あ
り
、
検
討
が
必
要

と
思
う
。

耕作放棄地を
漆栽培で解消しては

塙町でも
普及の可能性はある

塙工高存続への決意は

廃校は認めない気持ちである

７月
臨 時 会 の
あ ら ま し

　令和元年７月日に第
４回臨時会（会期１日）
が午前１０時より開会
されました。町長より
提出された議案１件を
審議しました。

今回取得の車両（イメージ）　

塙
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル
を
、
Ｂ
＆
Ｇ

財
団
か
ら
の
修
繕
助
成
金

を
活
用
し
、
補
給
水
を
加

温
す
る
設
備
を
導
入
し

オ
ー
プ
ン
期
間
を
延
長
で

き
る
よ
う
に
す
る
も
の
。

工
期
は
令
和
２
年
２
月
28

日
ま
で
。

取
得
金
額

　

５
８
３
０
万
円

契
約
方
法

　

指
名
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方

　

藤
田
建
設
工
業
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
　
　

内
藤
　

勇
雄

（
質
疑
）

Ｑ
　

公
共
事
業
の
発
注
見

通
し
、
こ
の
工
事
が
記
載

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
。

Ａ
　

予
算
書
で
は
工
事
額

を
計
上
し
て
い
た
が
、
Ｂ

＆
Ｇ
は
補
助
金
の
関
係
で

未
確
定
で
あ
っ
た
た
め
。

Ｑ
　

２
５
０
万
円
以
上
を

見
通
し
計
上
す
る
と
し
て

い
る
が
、
当
初
予
算
工
事

費
は
６
３
０
０
万
円
で
あ

り
、
公
表
の
あ
り
方
に
問

題
が
あ
る
と
思
う
。

Ａ
　

本
件
に
つ
い
て
は
、

補
助
金
確
保
時
期
が
見
通

せ
な
か
っ
た
た
め
、
公
表

で
き
な
か
っ
た
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

８月
臨 時 会 の
あ ら ま し

　令和元年８月８日に
第５回臨時会（会期１
日）が午前１０時より
開会されました。町長
より提出された議案１
件を審議しました。

用語
解説

○定例会（ていれいかい）

　付議事件の有無にかかわらず定例的に招集される議会で、毎年条例で定める回数を招集しなけれ
ばならない。なお「毎年」とは１月から12月。

○臨時会（りんじかい）

　定例会のほかに臨時の必要がある場合で、特定の事件に限り審議するために招集される議会。

塙町内にある送電線

　

公
共
工
事
入
札
及
び
契
約
適

正
化
推
進
法
施
行
令
第
７
条
に

よ
り
、
市
町
村
は
一
定
規
模
の

公
共
工
事
発
注
見
通
し
公
表
義

務
が
あ
る
。

　

塙
町
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
。

？

疑公公公公公公公公公公公
？

工
事
請
負
契
約

工
事
請
負
契
約

工
事
請
負
契
約

議会関連の用語について説明します。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁 質

問

答
弁 答

弁

質
問

質
問

答
弁
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委員会レポート

・日　　時　令和元年７月 29 日（月）

・場　　所　現地（各施設）

・出席委員　鈴木茂委員長ほか委員全員

　　　　　　（計：７名）

・調査まとめ

（１）くにみ農業ビジネス訓練所

　　くにみ農業ビジネス訓練所は、地方創生資

　金により道の駅「国見あつかしの里」隣接

　地に、農業の担い手育成と水稲果樹に次ぐ

　野菜の多品目栽培で「稼げる農業」のビジ

　ネスモデルを構築する目的で整備された。

　施設の運営開始は平成 30 年度で、養液栽

　培鉄骨ハウス１棟・野菜栽培用鉄骨ハウス

　４棟・露地栽培ほ場・管理棟・格納庫であ

　る。長期研修ではミニトマトの養液栽培で

　40 代の男女２名が研修中、短期研修では

　野菜の多品目栽培の講習を年５～７回程度

　行っている。体験研修ではエダマメ・トウ

　モロコシ・サツマイモの収穫体験を行う。

　　所長は国見町の産業振興課長が兼務で、

　指導者は県からの講師や先進農家に依頼し、

　農場担当は臨時職員で対応している。なお

　収穫したものは、道の駅や直売所で販売し

　ている。

　　塙町でも新規就農者や担い手を迎える手

　段として参考にすべき実例である。

（２）たびとコミュニティハウス

　　田人地域振興協議会が、いわき市の支援

　を受けて築 180 年の古民家を活用し、地域

　住民の交流の場として「たびとコミュニテ

　ィハウス」として平成 30 年にオープンし

　た。その後地域おこし協力隊によりカフ

　ェをオープンさせ、１日に 20 人ぐらいの

　利用客がいるとの事。その他に子供たちの

　預かり事業を開始している。

　　協議会では他にも、公共交通がない住民

　の交通確保のために、市より公用車２台を

　借りて「たびとほっこり号」を走らせてい

　る。運転手は 32 名の住民で、利用登録者

　の 100 名が買い物や病院に利用している。

　　所見として、過疎化が進む町の様々な取

　り組みと見習うべき点や類以点も多くあ

　り、塙町も今後の課題として重く受け止め

　た。

経済常任委員会報告

新規就農者支援と古民家利用の地域活性化

・日　　時　令和元年８月８日（木）

・場　　所　ユーアイホーム（矢祭町）

・出席委員　鈴木安次委員長ほか委員全員　

　　　　　　（計：７名）

・調査まとめ

（１）第５次矢祭町総合計画により、矢祭町

　軽費老人ホーム「櫻の苑」は矢祭町が整備

　し、指定管理によって社会福祉法人矢祭福

　祉会が運営している。

（２）利用料金は、一般契約者は生活費約４

　万円と管理費約３万円は一律負担で、事務

　費は収入に応じて区分別負担となる。その

　他に光熱水費は入所者按分で負担。入居時

　日常生活に必要な物については各自持込対

　応。

（３）定員は 30 人で令和元年７月末現在 29

　人が入居し、男性 9 人女性 20 人で出身状

　況は矢祭町 17 人　塙町５人　棚倉町２人

　県外から５人（実家が矢祭町）。入居者は

　原則特別養護老人ホームに入所できない軽

　度の要介護高齢者と要支援高齢者。

（４）法令上の名称区分で「軽費」としてい

　るが、実態は目安として 12 万円から 35 万

　円の利用料負担となり、国民年金での入居

　はかなり難しい現状だ。

総務常任委員会報告

軽費老人ホームの運営実態

委員会開催のようす

あの質問はどうなったのか？跡

　 　

　

　

　

　

　町道北野松岡線の概略的な計画や路線
上にあるＪＲ水郡線との交渉は進んでい
るのか。

　平成 27 年度県南建設事務所の資料で、
塙町の一人当たりの所得は 2,221 千円。
県南平均 2,785 千円、県平均 2,743 千円
から見ても年間 50 万円の所得の開きが
ある。多くの子供を育ててもらうために
も重要な政策であり、給食費を平成 29
年度から７割自己負担との事だが、平成
30 年度以降の給食費無料化は可能なの
か。

　令和元年に地質調査及び不動産鑑定を
行い、令和２年に用地測量や物件調査。
令和３年に用地補償と物件補償とその後
は上渋井川、国道側と分けて改良工事に
入っていく予定となっている。なお社会
資本整備総合交付金の配分額によって
は、完成年度が前後する可能性がある。

　令和 2 年度から給食補助費を増額した
いと考えている。今後の塙町振興計画の
中で示していきたい。

　昨年度測量及び概略設計を行い、地元
説明会を参考におおよその路線は決定し
た。またＪＲ水戸支社と計５回協議を
行ってきたが、遮断機の無い踏切はでき
る限り廃止すべきとの要望があった。

　平成 30 年度以降、町の財源と照らし
合わせをしながら実現の方向に向けて考
えていきたい。

追
レポー

ト 議員の一般質問の中からピックアップし、

その動き・現在の状況を調査します。

北野松岡線の概略路線は
令和元年 6月定例会

学校給食の無償化はできないものか
平成 29 年 3 月定例会

今後のスケジュール概要

令和 2年度実施が示される
令和元年 9月定例会

おおよその路線は決定

実現の方向に向けて

答弁

答弁

その後

その後
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議会だより議会だより
モニターさんのモニターさんの 声声声
議会だより
モニターさんの

１．表紙について

・子どもの健やかな成長は町づくりの大切

　な視点であり良い写真だった。

・ＱＲコードはＨＰや議会中継など多岐に

　わたるコンテンツと充実ぶりがうかがえ、

　多くの町民に利用してもらいたいと思っ

　た。

２．６月定例会（Ｐ2～3）関連記事について

・審議結果一覧表が大きく表示されていて

　見やすく分かりやすい

・Ｂ & Ｇ助成金の詳細やＱＡによる質疑

　は大変分かりやすい。

３．一般質問（Ｐ5～12）記事について

・町道整備計画や空き家バンク登録などの

　概略や解説文が欲しかった。

４．後半ページ

（５月臨時会、委員会レポート、議会のできごと）

＜追跡レポート＞

・大変良い企画であり、もっと掲載件数を

　増やしてほしい

＜議会のできごと＞

・前回よりレイアウトや文字がやわらかく

　なったので大変見やすい。

５．その他ご意見

・町民にわかりやすい議会だよりにするた

　めに、用語解説等を入れつつページ数増

　加の検討をしていただきたい。

・以前と比べ大変読みやすく、広報常任委

　員会の努力が感じられる。

・全面カラーが理想であるが、より若者が

　読みたくなる誌面づくりを希望する。

　
　

モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
か
ら
２
年

目
に
な
り
、
議
会
だ
よ
り
も
隅
々

ま
で
読
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
が
急
激
に
進
む
中

で
、
塙
町
の
将
来
を
見
据
え
た
政

策
を
町
も
議
会
も
懸
命
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う

し
て
も
統
合
・
縮
小
・
廃
止
と
い
っ

た
方
向
に
進
ま
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
の
取
り
組
み
が
町
民
の
声

を
ど
う
反
映
し
て
い
る
の
か
、
町

民
の
生
活
に
ど
う
影
響
す
る
の
か

を
伝
え
、
議
会
へ
の
関
心
が
深
ま

る
よ
う
な
議
会
だ
よ
り
、
そ
し
て

届
く
の
が
楽
し
み
な
議
会
だ
よ
り

発
行
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

私もひとこと
委嘱されたモニターさん２人に議会だよりについてご意見をいただきました。

鈴
すずき

木　正
まさし

志
（山形）

み
ん
な
の
議
会
だ
よ
り
へ

み
ん
な
の
議
会
だ
よ
り
へ

　前回７月 19 日発行の議会だより 147 号
に対する議会だよりモニターの声を掲載し
ます。

　

議
会
や
町
政
な
ど
知
識
の
な
い

私
が
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
な
ん

て
勤
ま
る
だ
ろ
う
か
不
安
で
し

た
。

　

モ
ニ
タ
ー
は
１
ペ
ー
ジ
ず
つ
意

見
し
て
い
き
ま
す
が
、
読
み
込
ん

で
い
く
と
議
会
の
仕
組
み
や
運

営
、
町
政
発
展
の
た
め
の
各
議
員

の
考
え
な
ど
が
わ
か
り
や
す
く
ま

と
ま
っ
て
あ
り
、
と
て
も
情
報
が

詰
ま
っ
た
誌
面
で
す
。

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
の
情
報
が
、

住
民
か
ら
住
民
へ
伝
わ
る
人
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
広
報
効
果
が
期
待
で

き
る
誌
面
と
な
る
事
を
望
み
ま

す
。
お
か
げ
さ
ま
で
議
会
に
関
心

が
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
おおなわ

縄　裕
ひろみ

美
（栄町）

わ
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て

わ
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和元年７月１日～令和元年９月３０日

年月日 会 議 名 称

七
宮
広
樹

下
重
義
人

吉
田
広
明

青
砥
與
藏

高
縁　

光

吉
田
克
則

鈴
木　

茂

鈴
木
安
次

小
峰
由
久

割
貝
寿
一

小
林
達
信

藤
田
一
男

鈴
木
孝
則

大
縄
武
夫

元 .7.4 議会運営委員会（臨時会運営） ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

元 .7.4 7 月臨時会（財産取得） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

元 .7.4 全員協議会（林業振興協議会設置など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

元 .7.4 広報常任委員会（議会だより編集） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ―

元 .7.9 全員協議会（協議会委員選出） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

元 .7.9 行政視察（塙工高存続調査特別委員会） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

元 .7.10 広報常任委員会（議会だより編集） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ―

元 .7.29 経済常任委員会視察研修（国見町、いわき市）○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○

元 .8.8 議会運営委員会（臨時会運営） ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

元 .8.8 8 月臨時会（工事請負契約） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

元 .8.8 全員協議会（こども園建設現場視察） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

元 .8.8 総務常任委員会視察研修（矢祭町） ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○

元 .8.28 議会運営委員会（9月定例会運営） ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

元 .9.5 9 月定例会（1日目：議案説明） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

元 .9.6 9 月定例会（2日目：議案説明、委員会付託） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

元 .9.6 総務常任委員会（閉会中審査内容決定） ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○

元 .9.6 経済常任委員会（閉会中審査内容決定） ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○

元 .9.6 広報常任委員会（閉会中審査内容決定） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ―

元 .9.9 9 月定例会（3日目：一般質問 5名） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

元 .9.10 9 月定例会（4日目：一般質問 3名） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

元 .9.10 全員協議会（議会要望活動など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

元 .9.11 予算決算常任委員会（決算審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

元 .9.12 議会運営委員会（追加議案） ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

元 .9.12 全員協議会（追加議案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

元 .9.12 9 月定例会（最終日：議案審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

元 .9.12 全員協議会（塙分署建設用地交渉経過説明） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

元 .9.12 議会運営委員会（9月定例会検証） ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

○出席　－該当外
　議員は会議に出席する義務があり、正当な理由がなく欠席すると罰せられることがあります。議会では欠席の正当な理由と

して、配偶者・親族の葬儀（忌引）、病気・けが（傷病）、突発的事故（事故）、その他議長が認める場合です。表ではそれぞれ、

忌引、傷病、事故、その他と表記し、それ以外の正当な理由外の欠席の場合は私用と表記しました。

議会活動出欠状況

議会のできごと

 ７⽉９⽇（⽕）福島県⽴塙⼯業⾼等学校の
存続に関する調査特別委員会（鈴⽊安次委員
⻑）で、議⻑を含む全委員で南会津郡只⾒町
における⼭村教育留学制度に関する視察調査
を⾏いました。まず只⾒町教育委員会では、
教育⻑より具体的な施策の内容について説明
を受け、その後只⾒⾼校へ移動し、担当教諭
より⼭村留学⽣を含めた只⾒⾼校の現況につ
いて説明を受けました。

只見町と只見高校を視察
－塙工高存続調査特別委員会－

わ
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て

み
ん
な
の
議
会
だ
よ
り
へ

只見町教育長より説明を受ける様子



あなたも議会をあなたも議会を
傍聴してみませんか傍聴してみませんか
次回の１２月定例会は

１２月１２日（木）からの予定です。

場所　役場２階　議場
（※氏名記入などの簡単な手続きで傍聴できます。）

あなたも議会を
傍聴してみませんか
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皆さんの団体やサークルに広報常任委員が伺います。

団体の名称：湯遊ランド協力隊

活 動 場 所：湯遊ランドはなわ内

会　　　長：鈴木健一

会　　　員：25名

がんばっています協力隊
　湯岐干泥地区に温泉宿泊施設が完成して

約 20 年経過するが、この湯遊ランドはなわ

を地元の人々で何かやらなければとの思いか

ら、3 名の会員によりスタートし、その後募

集により 15 名となり活動が活発化していっ

た。主な活動内容は草刈りや庭木の刈込等を

行っている。現在は会員の高齢化が進みつつ

も、新規会員の入会により「湯遊ランド協力

隊」として現在に至り、湯遊ランドはなわの

職員も会員になっている。まずは来ていただ

いたお客さんに喜ばれることが、活動時にお

ける一番の楽しみであり、今後の継続の糧と

なる。作業はもちろん、会員同士の親睦を深

めるための旅行も実施しており、今後も多方

面からのお客さんに喜ばれる地域の大切な施

設として活動を続けていきたい。

　　

９
月
定
例
会
は
、
平
成
30
年

会
計
年
度
歳
入
歳
出
決
算
と
町

主
要
施
策
の
成
果
説
明
を
受
け

た
内
容
を
中
心
と
す
る
議
案
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
議
会

で
は
、
以
前
か
ら
比
べ
る
と
傍

聴
人
が
極
端
に
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
議
会
活
性
化
や
魅
力

あ
る
議
会
に
し
な
け
れ
ば
と
考

え
ま
す
。
ま
た
議
会
に
対
し
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
の
も
議
会
だ
よ

り
の
役
目
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

議
会
活
動
と
し
て
は
、
11
月

に
議
会
報
告
意
見
交
換
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
今
後
開
催
内

容
や
㈰
程
等
お
知
ら
せ
し
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
て
い

き
ま
す
の
で
、
宜
し
く
ご
参
加

の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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整備活動のようす。


